
題材 「じょうずなはしのつかいかたについてかんがえよう！」 

対象：小学校低学年 
題材設定の背景 

 最近，食が乱れてきていると言われるが，日本の食文化であるはしについても例外ではない。正しいはし

の持ち方や使い方，はしに関する正しいマナーについて知らない大人もいる。一般の人の食事の回数は，１

年におよそ１０００回程度で，その半分以上ははしを使うことになる。よって，正しいはしの持ち方や使い

方については，できるだけ早い時期から指導をしていきたい。また，はしが日本の文化であることについて

も知らせたい。 
ねらい 
 はしを使う日本の文化やマナー，正しいはしの持ち方について知るとともに，これからの生活において正

しくはしを使おうとする態度を育てる。 
 活動の内容 主な指導・支援 
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①世界の食事と日本の食事の様子とを比較

することにより，はしは，日本の文化で

あることを知る。 

 ・はしを使わない国もある 

 ・国によって食事の仕方が違う 

・昔からはしを使って食事をしていた 

 ・日本人は手が器用なのははしのおかげ

なのか 

 

 

 

 

 

②自分のはしの持ち方や使い方，マナーは

大丈夫か考える。 

 ・だいたいうまくできていた 

 ・あの絵と同じではしを正しく握れてい

ない 

 ・マナーを守れていないときがある 

 

③本時の活動のねらいを知る。 

  

 

 

・写真やビデオなどを使って，世界の国々の食事の仕方につ

いて紹介することにより，食事を手で食べたり，ナイフや

フォーク，はしを使って食べたり，国によって食べ方が違

うことに気付かせる。 

・手で食べることについて不衛生という印象をもたせないよ

うに，日本でもおにぎりや寿司など手で食べていることに

気付かせる。 

・世界の国々と日本との食事の違いについて考えさせること

により，はしが，日本の文化であることに気付かせる。 

・日本人は，昔からはしを使って食事をしていたこと，手が

器用なのは，はしの文化に関係があるかも知れないことに

ついて説明する。 

 

・絵や写真を見せながら説明することにより，自分のはしの

持ち方や使い方が正しいかどうか確認させる。 

・はしを使うときのマナーについても簡単に意識させるよう

にする。 
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④正しいはしの使い方について知る。 

 ・はしを正しく持つことができた 

 ・上の方のはしが，うまく動かない 

 ・下の方のはしは，動かさなくてもいい

のか 

 

 

 

⑤正しいはしの使い方の練習をする。 

 ・小豆をあまり運ぶことができなかった 

 ・休み時間も練習してみよう 

 

 

 

・拡大図を見せながら，まず，上のはしの持ち方や動かし方

をていねいに教える。次に，下のはしの持ち方を教え，上

のはしを動かし，下のはしは固定しておくことを意識させ

る。 

・拡大投影機などを使ってはしの握り方や動かし方を映し出

すことにより，それを見ながら一人一人の子どもが確認し

ながら練習できるようにする。 

 

・小豆が入っている一方の皿からはしを使って小豆をつまみ，

もう一方の皿に移させる練習をさせる。慣れてきたら，ゲ

ーム的に扱うのもよい。皿と皿の間は，５㎝が適当である。

 

 

じょうずなはしのつかいかたについてかんがえよう！ 
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⑥はしを使うときの食事のマナーについて

知る。 

 ・いろいろマナーがある 

 ・家に帰って家族に教えよう 

・はしを使うときのマナーについて，大きめの絵や写真や動

画などを使いながら説明する。また，適当なはしの長さに

ついても知らせる。 

 
活
動
の
ま
と
め 

 
⑦本時を振り返るとともに，はしの持ち方

や使い方，マナーについて，これからの

自分の目標を立てる。 

 ・これから，下の方のはしを動かさない

ようにして食べる 

 ・マナーを守るようにする 

 
・学んだことを振り返らせたり，目標を考えさせたりするこ

とにより，食事のときは，正しいはしの持ち方や使い方を

意識しながら食べようという意欲を高める。 

事前の活動 

・給食時間を利用して，児童のはしの持ち方や使い方，マナー等について実態を把握しておく。また，

正しいはしの使い方の授業をすることを家庭に知らせておく。 

 
 
 
 
備 
 事後の活動 

・通信等により家庭に協力を依頼したり，給食時間に個別に指導したりしながら，正しいはしの持ち

方や使い方，マナーについての定着を図る。 
 
考 

・指導に当たっては，世界の食事と日本の食事の様子とを比較することにより，はしは，日本の大切

な食文化であることを知らせたい。また，悪いはしの持ち方や使い方，一緒に食べる相手が受ける

印象について紹介したり，はしを使って小豆を皿から皿に移すゲームをさせたりすることにより，

正しくはしを使おうとする意欲を高めたい。 
 


